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習志野市教育委員会会議録  

（平成２５年第４回定例会）  

 

１  期   日       平成２５年４月２４日（水）  

              習志野市教育委員会事務局大会議室  

              開会時刻     午後３時００分  

              閉会時刻     午後４時１０分  

 

２ 出席委員 委員長職務代理者      梓 澤  キヨ子 

 委    員        原 田    孝 

委    員        貞 廣  斎 子 

委    員        植 松  榮 人 

 

３ 出席職員     学校教育部長          辻    利 信 

生涯学習部長          早 瀬  登美雄 

学校教育部参事         市 瀬  秀 光 

学校教育部参事         若 林  一 敏 

学校教育部・生涯学習部参事   吉 川  清 志 

学校教育部次長         田久保  正 彦 

生涯学習部次長         櫻 井  健 之 

学校教育部副参事        鈴 木    博 

学校教育部副参事        井 澤  修 美 

生涯学習部副参事        飯 島    稔 

教育総務課長          小野寺  良 夫 

指導課長            小松﨑  修 男 

総合教育センター所長      山 下  良 之 

社会教育課長          上 野    久 

生涯スポーツ課長        片 岡  利 江 

青少年課長           浅野目  俊 紀 

青少年センター所長       菊 地    清 

菊田公民館長          佐々木  とも代 

大久保図書館長         東    良 美 

学校教育部主幹         天 野  真 一 

学校教育部主幹         真 田  知 幸 

学校教育部主幹         島 本  博 幸 

学校教育部主幹         松 本  健 志 

学校教育部主幹         小 澤  由 香 

学校教育部主幹         吉 岡    治 

生涯学習部主幹         森 下  雅 之 

生涯学習部主幹         岡 野  重 吾 

学校教育課主任管理主事     坂 本    永 
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４  会議内容 

 

梓澤委員長職務代理者が 

平成２５年習志野市教育委員会第４回定例会の開会を宣言 

 

委員長が欠席のため、委員長職務代理者が議事の進行を行うこととした。 

 

梓澤委員長職務代理者が 

会議規則第１５条の規定により、報告事項（１）、（２）、（４）及び議案第６号ないし議

案第９号を非公開とすることについて諮り、全員異議なく非公開と決定された。 

 

梓澤委員長職務代理者が 

本日の日程について、非公開の議案等を公開の議案等の後に審議することについて諮り、

全員異議なく提案どおり決定された。 

 

梓澤委員長職務代理者が 

平成２５年第３回定例会の会議録について承認を求め、全員異議なく承認された。 

 

 

報告事項（３） 平成２５年習志野市議会第１回定例会一般質問等について        

（教育総務課） 

 

小野寺教育総務課長が 

一般質問は平成２５年２月２７日から３月６日、陳情は３月８日に行われ、１７名の議

員から、３１件の一般質問、１件の陳情があったことについて報告をするものである。 

まず、４名の議員から通告のあったＪＲ津田沼駅南口開発に伴う学校規模についてであ

るが、当初は増加児童については、谷津小学校で対応可能と考えていたが、業者によるア

ンケート調査をもとに推計の見直しをしたところ平成３０年度には、教室不足が生じる可

能性が高いことが判明した。教育委員会としては、このことを重く受け止め、谷津小学校

等対策検討プロジェクトを設置し、対策・検討に着手し、できるだけ早い時期に教育委員

会及び全庁的に関係者等と協議調整のうえ対策をまとめていく旨の答弁をした、と概要を

説明 

 

 小松﨑指導課長が 

 ２名の議員から質問のあったいじめ対策について、重要課題の一つに掲げ、具体的には

市内全中学校にスクールカウンセラー、教育相談員を配置して相談できる体制を図るとと

もに、指導主事による全小中学校の学校訪問や助言を行うなどの取り組みを行っている。 

また警察などの関係機関と連携したり、平成２４年４月より相談機関を一元化し、情報

収集や早期対応の連携が円滑にできる体制を整備した。 

今後については、小学校における教育相談体制の充実を図るために、小学校へのスクー

ルカウンセラーの配置を県に要望するとともに、平成２５年度よりはじめて小学校１校に

教育相談員１名を配置する予定であり、学校、保護者、地域、関係機関の連携のもとに、

これまでの施策や事業を継続し、また新たな取り組みへの検討を重ねていく旨の答弁をし
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た、と概要を説明。 

 

 田久保学校教育部次長が 

 ２名の議員から質問のあった、通学路の安全対策の進捗状況について、平成２４年７月

の合同点検において要注意箇所３３箇所を点検し、対策済み箇所を市のホームページで公

表した。今後は、通学路安全対策協議会を設置し、対策メニューや整備計画等を検討して

いく旨の答弁をした、と概要を説明 

 

 上野社会教育課長が 

 １名の議員から質問のあった習志野文化ホールの現状と課題についてであるが、築３５

年も経っていることから、配管関係は全体的に内部がかなり腐食しており、老朽化が激し

い状態である。屋上部分の漏水や、部分的な破損、客席の椅子にも修繕が必要な箇所があ

り、相応の施設の改修が必要であると思われる。現状としては約１５億円が平成３０年度

までに必要であると試算している旨を答弁した。 

 また、議員からは利用の状況について、施設としては様々な講演やイベントの開催が可

能であるが、一般利用の予約が 1年前からなのに対し、市の施設、及び教育委員会関連の

行事については１年以上前から予約が可能なことや、料金に関しても減免が認められてい

るため、市や教育関連の行事で土日がすぐに埋まってしまう点を改善できないかという要

望もあった、と概要を説明 

 

 小松﨑学校教育課長が 

 陳情としては子どもたちの「学力・体力の向上」のため、学校は目的到達度の公表をす

ること、市長は適切な人材配置と財政措置をすること、教育委員会は必要な教員の確保や

配置、保護者は学習、体力の向上の習慣化、時間の十分な確保と環境づくりをすることな

どを主要な柱とした条例制定に関するものが提出された。これに対し、参考意見として、

文部科学省から、学習指導要領で示されている指導目的を超えて、学校間の過度な競争や

序列化を招くことを防ぐ観点から、様々な課題に対する学校別等の公表は行わないよう通

知があり、教育委員会としても同様に考えていること、また教職員の配置は、県への要望

の中で必要とする教員数の確保と適正配置が行われていること、学力・体力テストの実施

に取り組み、結果を分析したうえで指導上の課題の公表、各学校の取り組み状況を確認し、

その内容や成果は各学校において、保護者や地域の方々に公開し情報提供を行っているこ

と、今後もこうした取り組みを推進することで、子どもたちの学力、体力の向上は図れる

と認識している旨を述べた。質疑の中では、序列をつけたり、競争をあおるといった内容

は、条例としてふさわしくないのではないか等の意見もあり、市議会では賛成少数で不採

択となった、と概要を説明 

 

 原田委員が 

 「谷津小学校等対策検討プロジェクト」を立ち上げたとのことだが、その中に地域住民

は入っているのか、と質問 

 

 島本学校教育部主幹が 

 このプロジェクトは、第２回定例会においてご説明させていただいたが、庁内の関係部

局の課長相当職で構成した組織であり、地域住民は含まれていない、と回答 
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原田委員が 

原案の大枠を作って、それを地域住民に説明して意見を問うという流れになるのか、と

質問 

 

島本学校教育部主幹が 

この先児童生徒の数がどのように推移していくのか、既存の小学校、中学校でどのよう

な対応ができるか推計上のシミュレーションをして、必要なハード整備や学校教育的な観

点から、対応策をプロジェクトで検討し、今後、複数の案を地域住民に意見聴取をして対

応を図っていくことを考えている、と回答 

 

原田委員が 

最終的には市民に提示をして、地域住民の意見をくみ取り、配慮するといった姿勢を示

してほしい、と意見 

 

貞廣委員が 

 通学路の安全対策の確保について、答弁要旨の中で、要注意箇所３３箇所とあるが、こ

れはどのように抽出したものか、また、内容としては交通事故対策のように見受けられる

が、不審者等に対する安全対策に関してはどのように取り上げているのか、と質問 

 

 田久保学校教育部次長が 

 要注意箇所３３箇所については、各小学校から昨年は合計４３件の通学路改善要望があ

がってきており、それをもとに道路交通課、警察、保護者、学校教頭等の関係機関で協議

し、特に危険な箇所を３３件に絞って点検をしたものである。また、今回の通学路改善に

ついては、横断歩道や信号機、カーブミラーなどの交通安全対策であり、暗がりや人通り

が少ない箇所などの不審者対策については、今後の検討課題としたい、と回答 

 

貞廣委員が 

２週間ほど前、西千葉駅前で学生が突然不審者に鈍器で殴られ、全治３週間のけがを負

って入院するという事件があった。人通りがあったにもかかわらず、犯人はまだ捕まって

いない。科学警察研究所で、長年通学路の安全に関する研究に携わっている方によると、

子どもは学校、または自宅の近辺で事故や不審者の被害に遭っていることがわかっている

ので、このようなデータを元に、無理のない範囲で、むらがないようにきめ細かに調査を

し、できる限り子どもたちの安全確保のために努めていただきたい、と意見 

 

梓澤委員長職務代理者が 

文化ホールの老朽化について、耐用年数が６０年ということから考えて、まだかなりの

年数が残っており、表舞台は華やかに見えるが、その裏にある老朽化による危険や、耐震

状況などはどうなっているのか、と質問 

 

上野社会教育課長が 

東日本大震災により文化ホールの天井が崩落したが、その後の点検の結果では、耐震性

に関しては問題ないということであった。ただ、耐用年数から差し引いて、あと２５年使
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用していくには、観客を招き入れ、もてなすという観点から考えると、配管関係、客席、

調光機等の修繕は必要不可欠であると考えている、と回答 

 

梓澤委員長職務代理者が 

事故があってからでは遅いので、引き続き対応をお願いしたい、と意見 

 

梓澤委員長職務代理者が他に質疑なしと認め、報告事項（３）は了承された。 

 

 

協議第１号  次回教育委員会の期日について協議し、平成２５年５月２２日（水） 

       午後３時に決定された。 

 

 

＜報告事項（１）、（２）、（４）及び議案第６号から議案第９号は非公開 

ただし、議案第９号については、平成２５年５月３１日をもって 

市長から議会へ提案されたため、会議録を公開とする。＞ 

 

 

報告事項（１） 臨時代理の報告について（習志野市社会教育委員の委嘱について）   

（社会教育課） 

 

上野社会教育課長が 

 習志野市社会教育委員の委嘱について、習志野市教育委員会行政組織規則第４条第１項

の規定により臨時代理した概要を説明 

 

報告事項（１）は了承された。 

 

 

報告事項（４） 秋津小学校学校運営協議会委員の任命について     （指導課） 

 

小松崎指導課長が 

秋津小学校学校運営協議会委員の任命について概要を説明 

 

報告事項（４）は了承された。 

 

 

議案第６号 習志野市通学区域審議会委員の委嘱について          （学校教育課） 

 

田久保学校教育部次長が 

習志野市通学区域審議会委員の委嘱について概要を説明 

  

採決の結果、議案第６号は原案どおり可決された。 
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議案第７号 習志野市史編さん委員会委員の委嘱について          （社会教育課） 

 

上野社会教育課長が 

習志野市史編さん委員会委員の委嘱について概要を説明 

 

採決の結果、議案第７号は原案どおり可決された。 

 

 

議案第８号 習志野市公民館運営審議会委員の委嘱について       （社会教育課） 

 

上野社会教育課長が 

習志野市史編さん委員会委員の委嘱について概要を説明 

 

採決の結果、議案第７号は原案どおり可決された。 

 

 

議案第９号 習志野市子ども・子育て会議条例の制定に係る意見聴取について 

                                    （学校教育課）  

 

天野学校教育部主幹が 

本案については、平成２５年第２回習志野市議会定例会において、当該条例案を提出す

るに当たり、教育委員会の意見を求めるものである。 

平成２４年８月に子ども・子育て関連三法が可決・成立し、この法律に基づく子ども・

子育て支援新制度が、最短で平成２７年４月に施行される予定であり、各市町村に子ども・

子育て支援事業計画の策定が義務付けられました。計画策定に当たっては、子ども・子育

て支援法第７７条において、条例で定めるところにより、審議会その他の合議制の機関を

置くよう努めることとされていることから、学識経験者、関係機関の代表者、子育て当事

者等を構成員とする（仮称）習志野市子ども・子育て会議を設置するものである。この会

議においては、各地域のニーズを踏まえた提供体制の整備、保育の認定や給付の仕組みの

改正等を進めることを目的としての調査審議をするものである。なお、施行日は平成２５

年７月１日とする、と概要を説明 

 

梓澤委員長職務代理者が質疑なしと認め、採決の結果、議案第９号は全員賛成で原案ど

おり可決された。 

 

 

報告事項（２） 臨時代理の報告について（習志野市教育委員会６級以上の職員の任免

について                     （学校教育課） 

 

田久保学校教育部次長が 

習志野市教育委員会６級以上の職員の任免について、習志野市教育委員会行政組織規則

第４条第１項の規定により臨時代理した概要を説明 
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報告事項（２）は了承された。 

 

 

梓澤委員長職務代理者が 

平成２５年習志野市教育委員会第４回定例会の閉会を宣言 

 

 

 

 

 

 

 


